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Development of measurement scale for expressiveness (speech)






















































































































































項 目 1 「聞き手を見ながら、はっきりと話している。」
項 目 2 「意見にあった資料（体験等）を使って話している。」
項 目 3 「話がわかるようにまとまりごとに話し方を工夫している。」
項 目 4 「意見がわかるように大切なところでは間をとって話している。」
?児童による評価>
偏回帰係数 t値 p値 トレランス
項 目 1  0.30  14.11 ＜.001  0.64
項 目 2  0.19  8.80 ＜.001  0.80
項 目 3  0.18  7.04 ＜.001  0.52
項 目 4  0.27  10.48 ＜.001  0.54
定 数 項 0.38  4.56 ＜.001
重相関係数＝0.85 決定係数＝0.72
?教師による評価>
偏回帰係数 t値 p値 トレランス
項 目 1  0.31  2.22  0.04  0.25
項 目 2  0.27  1.92  0.07  0.32
項 目 3  0.23  1.46  0.16  0.22
項 目 4  0.20  1.38  0.18  0.23












































































































































とができた。 高 21 聞き手を見ながら、はっきりと話すことができた。
H 5
共通語と方言との違いを理解すること
ができた。 高 22 共通語と方言の違いを言うことができる。
H 6
必要に応じて共通語で話すことができ
た。 高 23 共通語を使って話すことができる。
H 7
話し手の意図をとらえながら聞くこと













（ ）年（ ）組（ ）番名前（ ）
☆「評価」のらんの「4：できた」、「3：だいたいできた」、「2：少しできなかった」、「1：できなかった」のうちで、
自分のあてはまる番号に〇をつけましょう。


































































































































































































































































































































































































































うことができた。 （ 4  3  2  1 ）








































質問項目数は 29項目から 16項目となった（表 5）。


















































































































































班 話 題 時間（分） 班 話 題 時間（分）
1 野球、ピアノ、バスケットボール 7  7 今、はまっていること 7
 
2 水泳、野球、サッカー 8  8 委員会 8
 
3 ダンス、バイオリン、ピアノ 8  9 好きな科目、得意な科目、得意なスポーツ 7
 
4 野球、ピアノ、児童会 8  10 趣味 8
 



















































19 相手にわかりやすい言葉で話すことができた。 .725 .253 －.101
 
18 ていねいな言葉遣いで話すことができた。 .707 .209 －.293
 
4 話すために必要な情報を集めることができた。 .680 －.356 .060
 
26 話し手の意見と自分の意見から考えをまとめることができた。 .580 .194 .058
 
28 自分の意見の中心をはっきりさせて話ができた。 .573 . 154 .141
 
27 自分の立場をはっきりとさせることができた。 .552 －.029 －.069
 
12 事実と事実でないこと（意見や感想）を区別できた。 .210 .791 －.044
 
22 共通語と方言の違いを言うことができる。 .256 .620 .106
 
11 自分の考え（結論）をはっきりと話すことができた。 －.126 .515 .234
 
9 聞き手に意見が伝わるように、話の順序を考えることができた。 .135 .503 .266
 
17 自分の意見や考えを言うときには、間をとって話すことができた。 .040 .472 －.032
 
7 話題にあった自分の体験を入れて話すことができた。 －.126 .430 .026
 
3 話題を決めた理由を話すことができた。 －.310 .255 .848
 
6 話題にあった資料を選んで話すことができた。 .121 －.016 .656
 
8 話す目的や理由をはっきりと話すことができた。 .093 －.050 .455
 
21 聞き手を見ながら、はっきりと話すことができた。 －.003 .328 －.454
 
198 奥 木 芳 明・古 田 貴 久
表６―１ ?評価規準の作成のための参考資料（小学校）」とスピーチ自己評価項目との対応
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